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集団的自衛権の本質を暴く
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村
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ニ
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発
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地
取
り
上
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抵
抗
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は
、
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結
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屋
を

作
り
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阪
府
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追
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大
阪
急
行「
緑
地
公
園
駅
」が
開
業
し
た
の
は
１
９
７
５
年（
昭

和
40
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月
30
日
。
当
時
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、
あ
た
り
一
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の
竹
や
ぶ
だ
っ
た
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代
は
高
度
成
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迎
え
、
千
里
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
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開
発
に
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例
し
て

沿
線
人
口
も
急
増
し
た
。

　

駅
か
ら
北
へ
し
ば
ら
く
歩
く
と
、
吹
田
市
春
日
町
に
な
る
。
春
日
町

の
前
身
は「
下
新
田
村
」で
あ
っ
た
。
江
戸
時
代
、
田
ん
ぼ
の
需
要
が

高
ま
っ
て
新
田
開
発
が
奨
励
さ
れ
、
山
田
村
の
農
民
が
開
墾
し
た
の
が

「
下
新
田
村
」だ
。
春
日
町
は
モ
モ
の
名
産
地
で
、
大
阪
府
の
品
評
会

で
優
勝
す
る
ほ
ど
だ
っ
た
。
ち
な
み
に
緑
地
公
園
駅
の
次
の
駅
、「
桃

山
台
」の
地
名
は
春
日
町
名
産
の
モ
モ
か
ら
来
て
い
る
の
だ
。

 

▼「
イ
ラ
ク
戦
争
の
原
因
は
大
量

破
壊
兵
器
が
な
か
っ
た
こ
と
を
証

明
で
き
な
か
っ
た
イ
ラ
ク
が
悪

い
」と
安
倍
首
相
。
え
っ
、
ブ
ッ

シ
ュ
も
ブ
レ
ア
も
今
で
は「
間
違

い
だ
っ
た
」と
謝
罪
し
て
い
る
ぞ
。

こ
の
調
子
で
は「
あ
の
時
戦
争
に

反
対
し
な
か
っ
た
国
民
が
悪
い
」

と
言
い
か
ね
ん
な　
　
　
　
（
ふ
）

▼
格
安
航
空
会
社（
Ｌ
Ｃ
Ｃ
）で
は
、

機
長
の
病
欠
や
退
職
の
た
め
欠
航

が
相
次
い
で
い
る
と
い
う
。
吹
田

市
で
は
、
井
上
市
政
の
３
年
間
の

職
員
採
用
凍
結
方
針
が
解
除
さ
れ
、

よ
う
や
く
採
用
試
験
が
行
わ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
の
だ
が
、
こ
の
間
、

定
年
前
の
退
職
も
相
次
ぎ
、
目
標

数
値
を
１
０
５
人
も
下
回
る
職
員

不
足
が
生
じ
て
い
る
。
採
用
予
定

数
で
は
追
い
つ
か
ず
、
人
員
体
制

は
綱
渡
り
の「
非
常
事
態
」だ
。

行
政
は
Ｌ
Ｃ
Ｃ
の
よ
う
に「
欠
航
」

は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
不
安
定

な
体
制
が
続
け
ば
、
い
つ
か
は
市

民
生
活
に
し
わ
寄
せ
が
向
か
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
て
）

▼
消
費
税
が
８
％
に
引
き
上
げ
ら

れ
て
３
カ
月
が
経
と
う
と
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
そ
の
影
響
が
出

て
き
ま
す
。
吹
田
市
民
に
は
維
新

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
影
響
と
二
重
の

苦
し
み
に
。
市
民
が
苦
し
ん
で
い

る
時
に
こ
そ
、
自
治
体
の
役
割
が

発
揮
さ
れ
な
け
れ
ば
、
何
の
た
め

の
自
治
体
か
わ
か
ら
な
い
。
今
こ

そ
、く
ら
し
優
先
の
市
政
を
。（
に
）
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●この新聞へのご意見・ご要望は、FAX06-6242-8420  E-mail suita-up@xa2.so-net.ne.jpへお寄せ下さい。
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国のペテンにダマされるな！
集団的自衛権の本質を暴く
国のペテンにダマされるな！
集団的自衛権の本質を暴く
6月24日（火）
　　　 午後6時半開場
　　　 午後7時開会

この新聞は定期的に発行し、吹田市民のみなさまにお届けしています。
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アーサー・ビナードさん講演会

2014.6 JUNE

「安保法制懇」が集団的自衛権行使
の解禁を求める報告書を提出し、安
倍総理はこれを受けて、集団的自衛
権の行使を禁じる従来の９条解釈の
変更に向けて本格的に動き出した。
「安全保障環境の悪化」のもとで行使
の容認が必要だという論理である。
しかし「安全保
障環境を悪化」
させているの
は、なにも中
国の強引な海
洋進出や北朝鮮の動向だけでない。
日本軍国主義によるアジア太平洋戦
争を「自存自衛のための戦争」とし、
その責任者であるＡ級戦犯を合祀す
る靖国神社へ参拝する行動も、東ア
ジアの「安全保障環境を悪化」させる
行動である。昭和天皇はＡ級戦犯合
祀以降は、靖国神社への参拝を拒否
したまま亡くなった。東京裁判で戦
争責任を免れた天皇は、身勝手か知
らないが戦後秩序を受け入れたので
ある。英霊達はこの昭和天皇のため
にこそ尊い命を捧げたのである。英
霊達の犠牲に、本当の意味で応える
道は違う道ではないであろうか。

(刊行委員長/弁護士･徳井義幸)

住民訴訟で真相究明すすむ
800万円を返還せよ

混迷のウクライナを訪ねて

吹田市長は少なくとも

「突き破れ！」と

精神を病む子、母乳が出ない母

いわみせいじのヨコシマ日記㉛

米・露・EUの背後で蠢く影が…

主催：9条は日本の宝！吹田のつどい2014実行委員会　連絡先：電話06-6386-4428

内戦のシリアを行く②

太陽光パネル工事疑惑

新山 ひろし

吹田溺愛主義㉗

保育所民営化、暗礁に乗りあげる

岡本太郎は叫んだ

憲法九条を残したままで
「戦争する国」ニッポンに

■プロフィール
1967年、米国ミシガン
州生まれ。コルゲート大
学英米文学部を卒業。
卒論の際に出合った
“漢字”に惹かれて来
日。日本語での詩作、
翻訳を始める。第一詩
集『釣り上げては』(思
潮社)で第6回中原中
也賞を受賞。
2007年　絵本『ここが
家だ　ベンシャーンの
第五福竜丸』絵本大賞。 
2012年　広島文化
賞を受賞。絵本『さが
しています』（童心社）
で第４４回講談社出版
文化賞。 第60回産経
児童出版文化賞ニッポ
ン放送賞受賞。ラジオ。
テレビ等のコメンテー
ターとしても活躍中。

 

憲法の解釈変更による集団的自衛権の行使の容
認がすすめられようとしています。日本が攻撃さ
れていないのに、自衛隊が海外で武力行使できる
ことになり、憲法９条による歯止めがなくなること
が心配されます。
「積極的平和主義」をとなえる安倍政権のペテン
にダマされるな、と警鐘をならすアーサー・ビナー
ドさんをお招きして、「戦争する国」づくりストップ！
の輪を広げましょう。

と き

場 所 メイシアター中ホール 資料代500円

「集団的自衛権」と
いうマジックショー

48000筆の
署名提出！


	1406suita32_01-16表紙校了
	1406suita32_02-03太陽光パネル疑惑校了
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